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青年会議所とは 
青年会議所（JC）は、“明るい豊かな社会”の実現を同じ理想とし、次代の担い手た

る責任感を持った20歳から40歳までの指導者たらんとする青年の団体です。 
青年は人種、国籍、性別、職業、宗教の別なく、自由な個人の意志により、その居住す

る各都市の青年会議所に入会できます。 
50年の歴史をもつ日本の青年会議所運動は、めざましい発展を続けておりますが、現

在700余の地域に4万余名の会員を擁し、全国的運営の総合調整機関として日本青年会議
所が東京にあります。 
全世界に及ぶこの青年運動の中枢は、国際青年会議所ですが、114カ所の国及び地域

に101NOM（国家青年会議所）があり、約２２万人が国際的な連携をもって活動していま
す。 
日本青年会議所の事業目標は、“社会と人間の開発”です。その具体的事業としてわれ

われは市民社会の一員として、市民の共感を求め社会開発計画による日常活動を展開し、
「自由」を基盤とした民主的指導能力の開発を押し進めています。 
さらに日本の独立と民主主義を守り、自由経済体制の確立による豊かな社会を創りだす

ため、市民運動の先頭に立って進む団体、それが青年会議所です。 
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ご購読のお申し込みは（社）松山青年会議所まで 
TEL（089）941-0194　　無料 
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（社）松山青年会議所 
第５６代理事長 

郷田　明史 

理事長便り 理事長便り 理事長便り 
収穫の秋、芸術の秋、食欲の秋・・・ 
夏のうだるような暑さから解放され、
周囲を見渡してみればすっかり秋模様。
人それぞれ様々に「秋」を満喫したり謳
歌したり堪能したり・・・ 
何か新しいことを始めるには絶好の季
節ではないでしょうか。 
かく言う私たち青年会議所も、毎年こ
の時期から『次年度準備』が本格的に始
まってまいります。 
　５６年間のまちに対する思いと歴史を引
き継いで、リレーバトンのごとく受け渡
していく。 
　２００９年度理事長小泉啓典君が率いる新
年度としての青年会議所活動が、そのバ
トンを受け取るべく、しっかりとしたペ
ースで助走を始めたことを、まずもって
ご報告申し上げます。 
先だって行われました第２５回まつやま

市民シンポジウムにおいては、多くの皆
様にご来場を頂き、本当にありがとうご
ざいました。今回は『共育』をテーマと
させて頂きましたが、多くの皆様にご協
力を頂いたからこそ、このシンポジウム
を成功させることができました。あらた
めてご協力いただきました皆様方をはじ
め、ご参加を頂きました皆様にも心から
の御礼を申し上げます。 
私たち青年会議所が行おうとしている
まちづくりの方向性が、このシンポジウ
ムを通じて少しでも共感して頂ければ幸
甚です。 
私たちのまちづくりへ対する思いを、
まつやま市民シンポジウムをはじめ様々
な事業を手段として発信してまいりまし
たが、中でも『俳句甲子園―全国高等学

校俳句選手権大会―』の事業においては
先だって浜松の地で行われた社団法人日
本青年会議所第５７回全国会員大会アワー
ドセレモニーにおいて、地域開発部門優
秀賞を受賞することができました。 
本来私たちが行う事業は、自分たちが
楽しむためだけの行事ではなく、市民の
皆さんに共感をしていただき、ともに実
践していただいて初めて価値を生み出す
と考えます。 
まちに暮らす皆さんが自らが率先し、
主体的に動き出すことでまちは変わりま
す。そのための仕組みや仕掛けを事業と
して展開していることが、受賞の大きな
要因であったと信じています。 
私たち松山青年会議所は、５６年の歴史

を引き継ぎ、時代や環境が変わっても、
このまちを愛する気持ちは昔から変わら
ず、脈々と受け継がれています。 
今後も、市民の皆さんと手に手を取っ
てこのまちの未来を担う子ども達のため
にも、こういった運動を通じてまちづく
り活動に邁進してまいります。 
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総務委員会　発表者　岡本公一君 
タイトル『総務委員会事業報告』 

ＪＣ手帳・名刺作成・定時総会の運営など快適な
ＪＣ活動のサポートをプレゼン 

全国大会誘致推進委員会　発表者　松本瑞穂さん・花山浩司君 
タイトル　『全国大会誘致推進委員会事業報告』 
全国大会とは?等についてをPOWER POINTを使
い事業内容をプレゼン 

松山創造委員会　発表者　門屋光彦君・河村隆広君 
タイトル　『愛媛ブロック会員大会報告』 

愛媛ブロック会員大会のオープニングの動画等を
使い事業内容をプレゼン 

文化発信委員会　発表者　山本修平君 
タイトル『文化発信委員会事業報告』 

木本委員長の顔写真や発表者のユーモアのある説明で会場
を惹き付けた。POWER POINTを使い事業内容をプレゼン 

次世代共育委員会　発表者　大堀豪君 
タイトル『次世代共育委員会事業報告』 

委員会メンバー全員の写真や事業内容の完成度の
高い動画を作成しプレゼン 

広報委員会　発表者　三宅孝房君 
タイトル『広報委員会大発信!!』 

わかつばきやMJCなどPOWER POINTを使い事
業内容を大発信!!

2008年度 
9月例会  『響け　 
社団法人松山青年会議所では市民に対し意
識変革運動を推進する目的で青年会議所活動
を行ってきましたが、全てのメンバーがすべ
ての事業に参加できているわけではなく、メ
ンバー間での情報格差があるという現状があ
ります。 
そこで９月例会行事では委員会ごとに事業
や活動をメンバーに報告し松山青年会議所活
動の情報を全員が共有し情報格差を無くす目
的で開催いたしました。タイトルは『響け！！
委員会大発信』です。社団法人松山青年会議
所の９月例会として、当該年度の運動の方向
性を確認することにより、「打てば響け！『共
感と実践』の輪をこのまちに」をスローガン
に気品と気概あふれる市民がつくる、自信と
誇りに満ちた地域の復活、そしてその先にあ
る「気高き日本」の創造の実現に繋げます。
具体的な運営方法としては、各委員会持ち時
間６分間とし限られた時間の中で委員会事業
報告を行いました。説明には各委員会が事前
に準備し作成した写真や動画等をプロジェク
ターで上映し４月例会で当委員会が提案した
ファシリテーション能力向上の場を提供する
形で今ある事業・運動を効果的に発信して頂 
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司会の広報委員会　寺田委員長 出席優秀委員会　松山創造委員会 

平成20年9月16日（火）１８：３０～ 

松山市総合コミュニティセンター （広報委員会） 委員会大発信』 

会員開発委員会　発表者　所谷直人君 
タイトル『会員開発委員会事業報告』 

新入会員カリキュラム等事業報告に加えハグでボディランゲ
ージ実習を実施し会場全員参加型の動きのあるプレゼン 

観光開発委員会　発表者　河井直幸君 
タイトル『観光開発委員会事業報告』 

春まつりの写真やアンケートを使った検証など
POWER POINTを使い事業内容をプレゼン 

全力少年共感委員会　発表者　田中利幸君 
タイトル『全力少年共感委員会事業報告』 

委員会スローガンや事業報告などPOWER POINTを
使い事業内容をプレゼン 

まちづくり委員会　発表者　西平孝志君 
タイトル『第２５回まつやま市民シンポジウムＰＲ』 

わかつばきやMJCなどPOWER POINTを使い事
業内容を大発信!!

きました。そして敢えて入会年度の浅いメン
バーに発表して頂くことでどの委員会も我々
の想像以上に立派な資料を準備してプレゼン
テーションを行いました。ただ我々広報委員
会はスムーズな全体の進行をする立場にあり
ながら４月に担当した例会行事を成功させた
事など気の緩みに繋がり、それによる準備の
甘さから映像や音声が出なくなるトラブルを
度々起こしてしまいメンバーをその都度待た
せてしまうという事態となってしまいました。 
委員会メンバーと担当スタッフの全員が焦
りを感じて重い空気になり辛い例会となりま
した。副委員長として私の責任を大変重く受
け止め深く反省いたしましたが、一方ではそ
の失敗から学ぶものは大変多く青年会議所活
動をしていなければ絶対にできない経験をさ
せて頂きました。幸い私にはあと５年間の青
年会議所活動を行うチャンスがあります。こ
の経験を今後の活動に生かしＪＣ運動をしっ
かりと続けて参ります。最後になりましたが
最高のプレゼン資料で協力していただきまし
た各委員会メンバーの皆様、会終了後に委員
会の懇親会に駆けつけて励まして頂いた郷田
理事長とスタッフの皆様、準備から会終了ま
で長時間協力してくれた広報委員会のメンバ
ーそしてこの場を与えてくれたＪＣに感謝い
たします。ありがとうございました。 
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まつやま市民シンポジウム 第２５回 

「共に育もう！未来（あした）のまつやま」 テーマ 

２００８年度まちづくり委員会 委員長　雲瀬　理 

まつやま市民シンポジウム報告 
（統括・コーディネーターとして） 
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第２５回まつやま市民シンポジウムは理

事長の想いにより、各委員会に分科会の

企画・運営を担当していただき、当委員

会がコーディネーターとして統括させて

いただくという形態で企画させていただ

きました。 

準備段階の目論見では、前回の反省点

も踏まえ開催３ヶ月前には事業内容を確

定し、残りの期間すべてを広報活動に専

念しよう！という計画でしたが…結果的

には開催１ヶ月前にいたっても事業内容

の協議をしているという状態でした。こ

れはひとえにコーディネーターとしての

力量不足であると反省いたしております。 

しかしながら、出来上がった分科会の

内容に関しては、各委員会さんが充分に

議論され、意味のある内容に仕上がった

と満足しております。 

今回、コーディネーターという立場で

第２５回まつやま市民シンポジウムを担当

させていただき、大変多くの学習をさせ

ていただきました。実行委員会の場にお

いて議長という立場で理事会メンバーの

前で発言させていただき、当初は緊張の

あまり、自分でも何を言っているのか、

どういった方向性で議事を進行していけ

ばよいのか？したいのか？自分を見失い、

ひとりで漂流しておりました。完全に遭

難しそうな私を船長、いや、実行委員長

である郷田理事長に何度も助けていただ

き、何とか９月２７日当日を迎えることが

でました。 

動員に関して残念な点もありましたが、

事故もなく、分科会の運営もスムースに

行うことができました。皆様のご協力、

深く感謝いたしております。ありがとう

ございました。 



メインシンポジウム報告 
次世代共育委員会　委員長　和泉北斗 
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秋晴れの中、コミュニティセンター・

キャメリアホールにてメインシンポジウ

ム「共に育む」をテーマに今村克彦先生

による基調講演を行いました。 

今村先生について、少しご紹介したい

と思います。１９５７年６月２３日生まれ、５１

歳。約２０数年間、現役の教師をされてお

られました。教員当時、子ども達に本当

の顔で生きられるようにしてやりたい、

輝いた顔で生きられるようにしてやりた

いと結成されたのが「今村組」というダ

ンスチームです。テレビでもドキュメン

ト番組で数多く取り上げられております

が、今では学校や家庭に課題や悩みを持

つ子供達や道を踏み外したいわゆる「不

良」といわれる子が、まるで「駆け込み

寺」のような存在として、現在も活動さ

れております。我々と今村先生との関係

は「今村組」を通して数年前に松山春ま

つりに参加頂いたときから始まっており

ます。 

さて、メインシンポのテーマ「共に育

む」は今村先生の理念でもあります。や

はりまずは大人。大人が自らを戒め、人

として成長しなければならない、そうし

た姿が子どももしっかりと受け止め、間

違った道には歩まない、そうした思いが

あります。そしてもう一つは、子育てを

母親にのみ押し付けるのではなく、地域

社会全体で支えなければならないという

思いもあります。昨今、核家族化が進み、

子育てを母親一人で行っている場合が多

く、たいへん子育てしにくい社会となっ

ています。まずは父親から、そして社会

全体が子育てに関わる仕組みが必要と思

われます。 

講演には、思ったほどの市民の方がい

らっしゃらず、たいへん申し訳ない気持

ちでしたが、今村先生は腐ることなく、

やさしく、時には関西人らしいノリで、

市民の皆様の気持ちをしっかりと捉え、

教育に対する思いを語って頂きました。

その実直な姿勢にただただ感謝すると共

に、講演でお話頂いた子どもとの接し方

は、我々企業人として従業員との接し方、

指導の仕方、そして人としてあるべき姿

を学ばさせて頂きました。 

今後の今村先生及び今村組の益々のご

活躍を心よりご祈念申し上げます。 



１０年後の我が故郷（まち） 
まつやま 

松山創造委員会　寺川　洋史 

市民シンポジウム分科会 
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今回のシンポは松山創造委員会と全国

大会推進委員会との合同による分科会を

させていただきました。二つの委員会と

いうことで、両委員会から実行委員長と

副委員長を決めて運営していきました。

全国大会推進委員会より丸山君を推薦し、

実行委員長へ。当委員会からは井上君を

推薦し、実行副委員長という組織体がで

き、両委員会メンバーが全力で力を出し

合い成功させようという意気込みでスタ

ートいたしました。まず実行委員会から

「ＪＣＰＲ」ということで内容を決める

にあたり委員会で熱い討論を重ねた結果、

従来のパネル展示と１０年後のまつやまを

市民の皆さんと考えるということでパネ

ルディスカッションを開催しようという

ことで案が固まり、当日まで台本から動

員まで何度も委員会内で話し合い万全の

体制で当日を迎えました。 

当日は写真展示担当の花山リーダーの

もと松山ＪＣの歴史がわかる展示ブース

が作られ、キャメリアの内部もライブで

見えるよう席を設け、万全の体制で市民

の皆様の受け入れ体制がととのい、また、

パネルディスカッションの方では、行政

の代表として市議会議長の菊池先生とま

ちづくり松山の代表の日野先輩、そして

郷田理事長をパネリストとして三つのお

題目で構成された内容でお話をしていた

だきました。観光・経済・教育といった

問題を各皆様の立場からいい話が聞けた

のではないかと思います。また、コーデ

ィネーターの助手として現役の大学生二

名も参加していただき、今自分たちの目

線で松山に対して思っていることを質問

し、またその答えもパネリストの皆様か

らお答え頂き、私たちが考えたパネルデ

ィスカッションよりも内容の濃いものに

なったと思います。動員に関して若干力

不足のところもありましたが、非常に充

実した分科会ができたのではないかなと

思います。 

最後に丸山実行委員長はじめ委員会メ

ンバーの全員が本気になって分科会をや

りあげたこと、お疲れ様でした。 



親子紙ヒコーキ大会 
～坂の上の雲に向って～ 

全力少年共感委員会 副委員長　佐々木啓行 

市民シンポジウム分科会 
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我々全力少年共感委員会は、第２５回ま

つやま市民シンポジウムの理念の一つで

ある「親と子の絆」のパートを担当する

委員会として、分科会　親子紙ヒコーキ

大会～坂の上の雲に向って～を企画・運

営しました。当日は親子４５組の参加があ

り、飛行距離の部、滞空時間の部で競技

をして頂きました。 

たかが紙ヒコーキと思ってしまうとこ

ろですが、意外にもその奥は深く、より

遠くへ、より長く飛ぶ紙ヒコーキを作成

することはそう簡単ではありません。日

本折り紙ヒコーキ協会今井会長のレクチ

ャーを受けながら、どの親子も真剣にそ

して楽しみながら１時間をかけて自慢の

紙ヒコーキを作成していました。競技の

中では見事に旋回しながら長時間飛び続

けるヒコーキもあれば、残念ながら急降

下してしまうヒコーキもありましたが、

結果がどうあれ一生懸命に紙ヒコーキを

飛ばす子供達と、それを応援している親

達の姿は非常に微笑ましい光景でした。 

当日、親子ごとに撮影した記念写真は、

後日それぞれのご家庭へフォトフレーム

に入れて郵送いたします。この写真を見

るたびに、親子二人で協力して紙ヒコー

キを作り、思い切り飛ばしたこの時間が、

思い出の１ページとして色褪せることな

く鮮明によみがえり続けることで、この

分科会を開催した目的が達成されるもの

と当委員会では考えております。 

最後になりますが、当分科会を企画・

運営するにあたり多大なるご協力を賜り

ました皆様方、そして委員会メンバー各

位に厚く御礼を申し上げます。ありがと

うございました。 



THE ご当地グルメ 
セッション報告 
文化発信委員会　山本　修平 

市民シンポジウム分科会 
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まずは、先般の「第２５回まつやま市民
シンポジウム　分科会　ＴＨＥご当地グ
ルメセッション」が盛大に開催され、我
々が目論んだ結果が出た事に対しまして
松山青年会議所のメンバー各位及び、他
団体のご協力者の皆様に深く御礼を申し
上げる次第です。 
さて、松山を代表するご当地グルメを
掘り起こそうと我が、「文化発信委員会」
発足時に準備委員会にて皆が盛り上がっ
た時の事を、つい昨日のように思い起こ
します・・・ 
色々と勉強会を重ねていく中、我がふ
るさと松山には私達が誇れる、いや、松
山の市民に共通するご当地グルメは、や
はり定着していない事を再認識しました。
それであれば、我々松山青年会議所文化
発信委員会がご当地グルメを考案しよう
と、皆の色々な意見で色々な創造料理を
提案しましたが、やはりご当地グルメが
一朝一夕にして出来る筈もなく対外の団
体・先生方・飲食関係者を募り松山のふ
るさと食文化について討論会を４月に開
催し、５月にはその中間報告として「松
山の食文化を掘りおこそう」と銘打って
担当例会を盛大に開催致しました。その
集大成として先般のまつやま市民シンポ
ジウム「ＴＨＥご当地グルメセッション」
を開催した次第です。 

セッションは、対外のパネリスト４名

（野瀬様・俵様・土井中様・織田様）を
召喚致し、論点を大きく二つに分けて進
行をして参りました。 

第一部では、パネリストの方々の経験
談を主体とし、如何にして他の地域では
ご当地グルメをメジャーな物にしている
のか、手法や宣伝方法をお聞きする事に
て、ふるさと松山のご当地グルメに準え
ていくかご意見を色々と出して頂きまし
た。その内容は、我々とは違ったご意見、
我々の経験の範疇を超えた体験論を主軸
として、ふるさと松山のご当地グルメを
作り上げていくヒントを沢山ご披露して
頂きました。 

第二部ではいよいよ我が松山青年会議
所が試作した料理三点を、パネリスト・
会場の皆様にご試食頂き、その感想及び
試作料理の将来性を熱く語って頂きまし
た。試食感想は、会場の一般の皆様より
も色々な視点を基としたご意見が寄せら
れ、期待以上に大いに盛り上がりを実感
致しました。さすがは、百戦錬磨のパネ
リストの方々からは、少々辛口なご意見
も頂戴し、次のステップに繋げる素晴ら
しいヒントを頂いた事は、当事業の成果
であったと感じています。食を軸とする
「ふるさと松山の活性化」が近づきつつ
ある事も付け加えておきます。 



市民シンポジウム分科会 

親子ふれ愛ひろば 
会員開発委員会　委員長　黒光　毅 
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松山市総合コミュニティーセンターの
玄関前の広場で、分科会「親子ふれ愛ひ
ろば」を開催いたしました。松山で活動
されている、市民団体の方に、共育とい
うことをテーマに、ご協力をいただきま
した。当日は、それぞれの団体の協力を
得て、一つのコミュニティーとなっての
分科会の運営ができました、本当にあり
がとうございました。報告は団体ごとに
させていただきます。 
「木のおもちゃで遊ぼう」 
大五木材さんに協力をいただきました。 
木の玉プール・木のおもちゃで、親子
一緒に木に触れて遊んでいただきました。
木とふれあい、木に学び、木と生きる『木
育』木育とは、子どもをはじめとするす
べての人が木を身近に使っていくことを
通じて人と、木や森とのかかわりを主体
的に考えられる豊かな心を育むことだそ
うです。当日は、たくさんの親子に参加
をしていただき、木に触れて、楽しく遊
び、学んでいただきました。木の玉プー
ルで遊んだことが心の宝物の一つになり、
森への思いにつながっていただけること
を願っています。 
「えひめＡＩを作成しよう」 
えひめＡＩの開発者の曽我部義明先生
をお迎えして、親子でえひめＡＩを実際
に作っていただきました。 
愛媛で生まれた「えひめＡＩ」県外で
は人気が高く利用者が多いということで
すが、松山では使っている人が少ないと
いうことで、今回の分科会では、親子で
楽しく「えひめＡＩ」を作ることで、身
近に感じていただき、子供でも簡単に安
全に作れるということを、伝えることが
できたのではないかと思います。また、
福祉作業所の方にも実際作っていただき、
興味を持っていただくことができました、
曽我部先生も、福祉作業所で販売してい
ただければというお考えをお持ちとのこ
とでしたので、今後、松山でも利用する
人が増え、作業所のひとつの商品として
販売していけることを願っております。
当日は、会議室にて「えひめＡＩで地球
をきれいに」という題で曽我部先生に講
演をしていただきました、テレビ等で紹
介された、「えひめＡＩ」を使っている地
方自治体の活動等、なぜ、地球がきれい
になるのかということを分かりやすく説

明いただきました、ホームページ等にも
載っておりますので、是非、効果・作り
方を見ていただき、利用者が増えること
を願っております。あわせて、「えひめ
ＡＩ」の名前の由来でもあります、坪田
愛華ちゃんの「地球の秘密」も検索して
いただければと思います。 
「福祉ファクトリーの商品販売」 
ＮＰＯ法人ユニバーサルクリエート・
ハートフルプラザの両団体には、福祉作
業所で作成している、物品の販売コーナ
ー、紙すき・はたおりの作業を体験して
いただくコーナー等のご協力をいただき
ました。こちらにも多くの親子に参加を
いただき、福祉作業所の作品・活動に触
れていただくことができたのではないか
と思います。ユニバーサルクリエートで
は「えんむすびプロジェクト」という活
動を行っております、「円・縁・援」の
３つのえんを結ぶというものです。こち
らも是非、検索していただき、ホームペ
ージで活動等見ていただければと思いま
す。また、紙すきの体験コーナーをして
いただきました、久谷育成園さんの作品
等は、高島屋のハートフルプラザで販売
しております、是非、見ていただければ
と思います。 
「きょうだいシンポ報告」 
ラ・ファミリエさんの協力をいただき
ました。 
「ラ・ファミリエ」は難病をもつ子ど
もとその家族を支援するために『ファミ
リーハウスあい』を運営する特定非営利
活動法人です。 
今回は、８月に行われた、「きょうだ
いシンポジウム」の報告も行っていただ
きました。「きょうだい会」というのは、
障がいのある兄弟姉妹がいる方の会で、
この方たちがどんなことを考え、悩み生
きてきたのか、「きょうだいだって愛さ
れたい」という思いを我慢してきている
方が多いという現状を知っていただきた
いということでの報告を行っていただき
ました。 
「ウォーくりーん　活動支援」 
松山ベンチャークラブ・ウォーくりー
ん実行委員会の協力で、１１月に行う、ウ
ォーくりーんのＰＲとスポーツタオルの
販売を行っていただいました。 
今年は１１月１６日（日）１３：００～受付　道

後公園東グランドで開催されます、是非
ご参加ください。 
最後になりましたが、ご協力いただき
ました皆様、本当にありがとうございま
した。 
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AWARDS JAPAN ２００８とは社団法人日

本青年会議所の褒賞事業であり、各地会

員会議所が展開している事業に対し栄誉

を讃えるとともに、その素晴らしい運動

を全国に広めることにより、青年会議所

運動の高揚と地域発展の一助になること

を目的に１９６０年に創設されました。この

褒賞事業を担当するのは社団法人日本青

年会議所の褒賞委員会ですが、その委員

長には我々社団法人松山青年会議所の井

川直樹君を輩出しており褒賞委員会のメ

ンバーにも松山から多数出向しています。 

賞の種類には最優秀賞「グランプリ」・

優秀賞「規定部門賞」・会頭特別賞があ

ります。エントリーできる事業の対象期

間は２００７年８月１日～２００８年７月３１日に

完了したものを前提とします。毎年、全

国会員大会の開催期間中に賞の発表が行

われます。優秀賞と会頭特別賞が２００８年

１０月１０日にアクトシティ浜松にて行われ

最優秀賞は２００８年１０月１２日に浜松アリー

ナにて行われました。２００８年度の申請部

門には下記の１３部門があります。 

●「気高き日本」創造部門（１４）●地域

開発部門（７８）●教育・青少年関係推進部

門（７５）●会員開発部門（１８）●国際開発部

門（１９）●環境開発部門（２２）●ＷＥＢ・広

報活動部門（１５）●ビジネス開発部門（１１） 

●福祉関係部門（８）●ローカルマニフェ

スト・行政関係部門（１４）●会員拡大部門

１～５０人（５）●会員拡大部門５１～１００人

（９） ●会員拡大部門１００人～（７） 

※（　 ）内は２００８年申請事業数    

１０月１０日のアクトシティ浜松の会場は

ほぼ満員状態でどのメンバーも自分のＬ

ＯＭの事業が受賞することを祈りつつ参

加しているようでした。賞の発表の度に

受賞したＬＯＭのメンバーからは歓喜の

声が上がりました。受賞ＬＯＭメンバー

は登壇して、それぞれの事業に対する熱

い思いを会場のメンバーに伝えていまし

た。 



地域開発部門　優秀賞 
 

社団法人松山青年会議所 
 

地域開発部門　優秀賞 
 

社団法人松山青年会議所 
 

全国高校俳句選手権大会 
「第10回俳句甲子園」 
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本年度は過去最多の２７４ものエントリ

ーがありました。社団法人松山青年会議

所も多数の事業をエントリーしていまし

たが他ＬＯＭのエントリーしてある事業

のどれについてもＪＣ運動に相応しく素

晴らしい内容のものが多く受賞すること

は容易ではありません。しかし喜ばしい

ことに地域開発部門におきまして我々社

団法人松山青年会議所の事業である全国

高校俳句選手権大会「第１０回俳句甲子園」

で優秀賞を頂くことができました。会場

に参加していた松山のメンバーは大喜び

でした。受賞の理由ですが審査員によれ

ば「日本古来の文化であり、地元地域で

親しまれている俳句を使った事業で評価

できる。また高校生が心を大事にし、相

手の多感性に学ぶことのできる事業とし

て意義がある。」というご意見でした。 

（平田） 



大会テーマ 

ローカルコミュニティ復活！ 
～ＪＡＹＣＥＥの活力が「気高き日本」へと導く～ 

大会スローガン 

やらまいか！日本！ 
～気高きこの国の未来のために～ 

大懇親会にて（卒業生と郷田理事長） 

渡辺美里スペシャルライブ 

ＬＯＭナイト 

常陸宮同妃両殿下ご臨席 
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全国会員大会は社団法人日本青年会議

所主催による三大会の一つです。残りの

二つは１月の京都会議と７月のサマーコ

ンファレンス（通称サマコン）で全国会

員大会は毎年１０月に開催される大会です。

全国大会とは全国のメンバーが一同に会

し、それぞれ行なってきた運動を確認し、

さらに意識の高揚を図る場です。松山の

ＬＯＭからも５０名以上のメンバーが参加

しました。 

本年度の開催地は静岡県浜松市です。

浜松市はものづくりのまち・音楽のまち

として有名で楽器メーカーのカワイや自

動車メーカーのホンダ・スズキなど日本

ブランドを支える技術を持つ企業が多数

あります。平成１７年に１２市町村が合併し

人口８２５，３１８人となり、面積は１５１１．１７ｋ㎡

と広さは全国第２位の都市で、平成１９年

には政令指定都市へ移行しました。大会

スローガンのやらまいか！とは浜松に古

より宿る言葉で自らの正義を信じ、勇気

を持って何事にも果敢に行動する精神を

表わすそうです。本田宗一郎氏の「チャ

レンジして失敗を恐れるよりも、何もし

ないことを恐れろ」の格言とともに市民

の心に息づいている様です。大会期間中

は日本ＪＣの委員会・総会・アワードセ

レモニー・セミナー・フォーラム・歌手

の渡辺美里さん出演の大懇親会など多数

の行事があります。 

最終日の大会式典では歴代会頭で内閣

総理大臣の麻生先輩の挨拶がありました。 



内閣総理大臣　麻生歴代会頭による挨拶 

褒賞委員会井川委員長による 
アワード最優秀賞セレモニー 

発表前のノミネートにより登壇する郷田理事長 

小田会頭と安里次年度会頭予定者 

SONG FOR GRADUATES（久保田利伸さん） 

式典・卒業式終了後に 
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そしてアワードの最優秀賞発表があり

我々松山ＪＣより輩出している井川直樹

君が社団法人日本青年会議所褒賞委員会

委員長として登壇し堂々とした進行をし

ていました。俳句甲子園の事業がノミネ

ートされていたため郷田理事長も同時に

登壇しました。その後小田会頭によるメ

インスピーチが行われましたが、一年の

達成感からか感極まった会頭が途中男泣

きする場面もあり参加者ももらい泣きし

そうな感動的なスピーチでした。次年度

安里会頭予定者スピーチでは安里会頭予

定者の出身地である沖縄の歴史的背景等

からの体験やＪＣへの熱い思いを飾らな

い言葉で伝えメンバーの心に響く内容の

スピーチでした。他にも全国会員大会の

開催地については毎年、式典にて当年度

から次年度の開催地へ大会の鍵を伝達す

る式があります。次年度の開催地である

沖縄・那覇ＪＣへの伝達式がありました。 

式典終了後の卒業式では歌手の久保田

利伸さんが登場し歌のプレゼントをして

頂きました。終わりに卒業生全員が登壇

し我々にメッセージを残して頂きました。

私には５回目の全国会員大会となりまし

たが、ＪＣ運動への理解が深まり意識の

高揚も図れるため多少無理してでも大会

に参加する価値があります。まだ大会に

参加していないメンバーの方！ぜひ来年

は一緒に沖縄・那覇大会へ行きましょう。 

（平田） 



公開討論会報告 公開討論会報告 
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近年の日本では、政治に対しての不信
感や無関心に起因する投票率の低迷が起
こっています。これは議会制民主主義を
採用している日本にとって根幹を揺るが
しかねない事態とも言えます。特に今年
は総理の辞任を機運として、２００９年の任
期満了を待たずに今年度内に衆議院議員
選挙が開催される様子です。 

そこで、（社）日本青年会議所で推進し
ている協働運動の中の１つである公開討
論会を松山にて開催する事で、もう一度、
市民の方々に選挙に興味や関心を持って
頂き、日本全国の青年会議所が活動の根
幹としている市民意識の変革へとつなげ
る必要があります。そこで社団法人松山
青年会議所としては愛媛１区から立候補
される各候補者を一同に招き、立候補予
定者らが直接説明することで、これから
の国政をお任せする代表者がどういう意
図でこれがしたいなどをハッキリさせ、
投票時の参考になるような内容を広く市
民の方に伝えるために公開討論会を開催
いたしました。 

また、この公開討論会を行う事で、よ
り松山市民の投票行動を促進することに

より、近年見られる投票率の低下から、
投票率の向上へと好転させる事を目指し
ます。衆議院の解散が予想される情勢か
ら、企画立案から開催日までの有効実数
日が非常に短くなったため、準備段階で
の十分な協議を経ぬまま開催日に至りま
た、予想された公示日から逆算して決め
られた開催日が、全国会員大会直後とい
う日程になり、運営人員の確保に困難が
予想されたが、当日は多くのメンバーの
参加協力が得られ、非常に円滑な事業運
営を果たすことが出来ました。 

当日は松山市民６５０名・報道関係者２０
社６０名の計約７００名を動員いたしました。
公開討論会ではコーディネーターとして
らくさぶろう氏に、パネリストとして自
由民主党公認候補　塩崎恭久氏・日本共
産党公認候補　田中克彦氏・民主党公認
候補　永江孝子氏（５０音順）に協力して
頂きました。 

また、本公開討論会の準備段階から社
団法人日本青年会議所四国地区愛媛ブロ
ック協議会並びに公開支援討論会支援Ｎ
ＧＯリンカーンフォーラム様にも協力し
ていただきました。ありがとうございま
した。（広報委員会） 
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私たち社団法人松山青年会議所の全力
少年共感委員会が企画・運営いたしまし
た「Ｍ＆Ｓ構築セミナー」では、次代の
リーダー育成・学生へのキャリア教育活
性化・企業に属する前の学生に向けたス
キルアップ・地域社会とのつながり・青
年経済人としてのローカルコミュニティ
復活等の推進を目的として行っておりま
す。 

今回のセミナーの内容は、健全なマイ
ンドと思いを実現させるスキルをバラン
スよく兼ね備えた人材を育成することを
目的とし、自分で考え決定し、その結果

を数字で検証して、次の意思決定につな
げるというプロセス「仮設⇒実行⇒検証」
を短時間で効果的に体感できるよう（企
業活動に限らず、すべての意思決定は意

識的・無意識的にプロセス「仮設⇒実行
⇒検証」を経ていることに気づいてもら
う為）、分析方法が確立されている、会
社全体の流れが分かる戦略「マネジメン
トゲーム」を楽しみながらできるよう、
ゲーム形式で体験して頂きました。 
マネジメントゲームを体験した学生達
より、「ゲーム形式だったので楽しかっ

た。」「分かりやすくて勉強になった。」
という意見を多数頂ました。 
ゲーム形式とは言え、会社の組織運営
を疑似体験していただく為、組織の意思
決定や予算・決算の算出等、普段では体
験できない貴重な内容だったと思います。
その中で、こういった感想を頂いて、大
変嬉しく思いました。 

このセミナーの体験が、参加して頂い
た学生達の将来に、少しでも役立てれば
と思います。又、少しでも多くの学生達
にこの「Ｍ＆Ｓ構築セミナー」に参加し
て頂ければと思いました。 
私たち青年会議所のメンバーも、学生
達との交流により、スキルアップに繋が
るよう、これからも「Ｍ&Ｓ構築セミナ
ー」に取り組んで行きたいと思います。 

（好崎） 



１１月例会ＰＲ 
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１１
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「2010年まつやままちづくりビジョンの検証」 

 

　１１月例会は「２０１０年まつやままちづくりビジョンの検証」という題目

で例会を運営させていただきます。 

「２０１０年まちづくりビジョンってなんなの？」なんていう方はほとん

どいないとは思いますが、今さら聴けないまちづくりビジョンを１から

１０まできっちり理解できるまちづくりビジョンの話から当時の考え方・

そして当時の想いなど、１１月例会を出席すれば、松山ＪＣの一員として

今まで何をやってきて、今後どのように自分達が進むべきなのか検証で

きる、いいきっかけになるのではないかと思います。 

総会の後の例会ということで、時間的にも非常に短くなりますが、中

身の濃い例会にしていこうと思います。どうか皆さん真剣に一緒になっ

て考えましょう。 

この時期だからこそ自分自身、青年会議所活動を検証してみましょう。 

松山創造委員会　寺川　洋史 
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順位 氏　名 ＯＵＴ ＩＮ グロス ＨＤＣＰ ネット 

松山ＪＣ じゃがいもクラブ9月例会 松山国際ゴルフ倶楽部 

ドラコン 

ニアピン 

ベスグロ 

次回ＨＤ 

上岡　　武智 

武智×２　　菅野　　河村 

上岡 

宮内（２８⇒２２）　山本（３０⇒２７） 

松田（３０⇒２７） 

９月
例会
 

次 回 予 定 

【取り切り戦】11／19（水）道後ゴルフ倶楽部 

〈対内誌〉 

フルに活用しましたが、同伴プレーヤー

にも恵まれ、一日楽しくプレー出来たと

おもいます。これからもまだまだチャン

スはあるとおもうので、優勝狙っていき

たいです。 

当日参加されたメンバーの皆さん、少

々微妙な天気ではありましたが一日お疲

れ様でした。まだ参加したこと無いメン

バーの方、是非一緒にゴルフして良い汗

流しましょう！ 

９月例会優勝！ 

宮内　謙彰 
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毎度参加する度、「ダ

ークホース」と言われ

ながら後半調子を崩し

なかなか掴む事ができ

ずにいましたが、今回、

松山国際ゴルフ倶楽部という難コースを

攻略し優勝を手にしました。ハンディも 
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12　 月 

第２回定時総会／例会（１８:００コミセン） 卒業式／懇親会 

シニア例会 

例会（１８:３０コミセン） 

スタッフ会議（１８:３０ 商工会館） 

スタッフ会議（１８:３０ 商工会館） 

全国会員大会（浜松） 

全国会員大会 

全国会員大会 

全国会員大会 

三役会（１７：３０） 
理事会（１８：３０） 

三役会（１７：３０ 商工会館） 
理事会（１８：３０ 商工会館） 
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10－12月 事業スケジュール 

注）このスケジュールは予定ですので変更になる場合があります。詳細等については各自ご確認下さい。 






